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４．歯科総合医育成コース研修カリキュラム年度進行（1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑭摂食嚥下のメカニズム 

⑬補綴Ⅱ(顎口腔機能と咬

合) 

⑫補綴Ⅰ(有床義歯) 

⑪臨床解剖学入門 

⑩口腔育成（小児歯科） 

⑨歯周治療はバイオロジー 

⑧患者利益と医療の質 

⑦歯科医のヒューマンスキ

ル向上講座 

⑥歯周治療 

⑤補綴治療 

④口腔外科 

③歯内療法 

②保存修復 

①診査診断と治療方針 

㉘自立支援介護(自立支援歯科) 

㉗咀嚼と全身機能 

㉖脳卒中回復期における医科歯

科連携診療の現状 〜話題提供

〜 

㉕がんと向き合う 

㉔令和の歯科医療に必要となる

医科的視点 

㉓歯科臨床に必要な医療人権と

医療水準の担保 

㉒病巣疾患 

㉑分子整合栄養医学概論 

⑳睡眠時無呼吸症候群 

⑲歯科治療に伴う上顎洞合併症 

⑱歯科医院経営 

⑰スポーツデンティスト歯科医学

へのいざない[スポーツ歯科医学

概論] 

⑯臨床歯科矯正学 

⑮摂食嚥下リハビリテーション 

⑨予防とﾒｲﾝﾃﾅﾝｽ  

全身管理 

⑧ｲﾝﾌﾟﾗﾝﾄ時代における

“ﾋﾟｭｱ･ﾍﾟﾘｵ”UCLA4 日

間集中実習ｺｰｽ 

⑦ｵｰﾌﾟﾝﾌﾗｯﾌﾟｷｭﾚｯﾀｰｼﾞ

(歯周治療Ⅳ) 

⑥歯周外科処置の基本

(歯周治療Ⅲ) 

⑤歯周基本治療(歯周治

療Ⅱ) 

④歯周治療の診査･診断

と治療計画(歯周治療 I) 

③MI を可能とするﾀﾞｲﾚｸ

ﾄﾎﾞﾝﾃﾞｨﾝｸﾞの臨床ﾃｸﾆｯｸ 

②EBM に基づいた効率

的な 3 次元的根管形
成､充填 

①診査･診断･治療計画 
 

⑦旧義歯を用いた総義

歯治療の実際（補綴 

Ⅷ） 

⑥最新の総義歯治療

（補綴Ⅶ） 

⑤人生 100 年時代に

おける新たなる有床義

歯治療（補綴Ⅴ・Ⅵ） 

④ｸﾗｳﾝﾌﾞﾘｯｼﾞの印象

から装着まで（補綴 

Ⅳ） 

③ﾃﾝﾎﾟﾗﾘｰｸﾗｳﾝとﾌﾟﾛ

ﾋﾞｼﾞｮﾅﾙﾚｽﾄﾚｰｼｮﾝ（補

綴治療Ⅲ） 

②ﾌﾟﾚﾊﾟﾚｰｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲﾝと

その考え方（補綴治療

Ⅱ） 

①咬合論の理解（補綴

治療 I） 

⑦メインテナンス  

(実習)SessionⅤ 

⑥印象採得、補綴の流

れ（実習) SessionⅣ 

⑤二次手術の手順 

(ライブオペ・実習) 

SessionⅢ 

④前処置・一次手術の

手順(実習) SessionⅡ  

③インプラント診査・診

断 SessionⅠ  

②小外科の基本２  

粘膜疾患 

①小外科の基本１ 

 

①一般臨床に必要な

矯正治療 MTM の実

際（アップライトとエクス

トルージョン） 

 

（48 時間：1.6 単位）

 

（72 時間：2.4 単位）

 

（24 時間：0.8 単位）

 

（99 時間：3.4 単位） 

④アドバンスド・ペリオ

ドンタル・フラップサー

ジェリー  

(ライブオペコース) 

③ペリオドンタル＆ペリ

インプラント･プラスティ

ックサージェリー 

（ライブオペコース）  

②ペリオとインプラント

のためのハードティッシ

ュマネジーメント 

①ペリオとインプラント

のためのスーチャリン

グテクニック 

（マイクロ・スーチャー

テクニックを含みます） 

⑥臨床審美歯科

SessionⅡ 

⑤臨床審美歯科

SessionⅠ 

④オーラルリハビリテ

ーション SessionⅣ 

③オーラルリハビリテ

ーション SessionⅢ 

②オーラルリハビリテ

ーション SessionⅡ 

①オーラルリハビリテ

ーション SessionⅠ 

 

⑥審美領域における多

数歯欠損症例の対処

－ライブオペとハンズ

オン２日間コース－ 

⑤審美的インプラント

修復のために 

④上顎洞の大きな上顎

臼歯部にインプラントを

埋入する（ライブオペ） 

③インプラント周囲炎

が生じたら（ライブオ

ペ） 

②インプラント希望だ

が骨が少ない症例が

来院した 

①インプラント埋入時

に問題が生じたら 

（44 時間：1.6 単位）

（72 時間：2.4 単位）

 

（42 時間：1.4 単位）

 

   

(3)Master Clinician は、Distinguished Clinician を

授与された者が、アドバンスコースを修了し、歯周治

療・インプラント治療・補綴治療・インプラント治療

等の知識、能力を高め、口腔機能や全身的な評価がで

き、なおかつ、豊富な臨床経験を有するとともに人格

的に優れた歯科医師に与える称号です。 

1.歯科医師の免許証を有すること 

(資格取得後更新制度) 
指定症例、ケースプレゼンテーション 

(2)Distinguished Clinician は、

Excellent Clinician を授与され

た者が、インターミディエイトコ

ースを修了し、保存修復系治療・補

綴治療の基本・口腔外科インプラ

ント治療等の知識・能力を高めた

口腔機能の向上に寄与できるとと

もに人格的に優れた歯科医師に与

える称号です。 

卒直後 1.2 年 卒直後 3.4 年 

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 ７年 ８年 

基礎的臨床教育 

Excellent Clinician 

実践的臨床教育 

Distinguished Clinician 

高度専門的臨床教育 

 

 卒直後 5.6.7.8 年 

(1)Excellent  Clinician は、ク

リニカルスキルアップとクリニ

カルスキルアップを修了し、一定

の知識・技術を有し、適切な診断

と治療を行うことができるとと

もに人格的に優れた歯科医師に

与える称号です。 

（84 時間：5.6 単位）

 
⑩診断と治療計画 

⑨客観的な基準をもちいた包括

的治療 

⑧全身管理(全身合併症への対

応) 

⑦半調節性咬合器 

⑥小外科手術(埋伏抜歯) 

⑤総義歯 

④保存修復 

③歯周治療(ルートプレーニン

グ) 

②歯内療法(歯髄保護とエンド) 

①局部欠損補綴の選択肢 

 

（60 時間：4 単位） 


